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1 はじめに

近年，オフィス環境への関心が高まっており光環境の改善は知的生産性の向上に繋がることが報告

されている(1),(2)．光環境には照度および色温度等の指標があり，人の生理および心理に影響を与える

要因としてあげられる(3),(4)．そのため著者らは，オフィスワーカが求める照度および色温度を提供す

る照明システムを提案している．しかし，照度と色温度の組み合わせを選択することは煩雑であるこ

とから，照度を選択すればその照度に適合する色温度を提供する方法が求められる．しかしながら，

照度に適合する色温度は，外光の照度や色温度によって変化する可能性がある．

そこで，本研究では著者らが構築した任意の照度および色温度を実現する照明システム(5)を用いて，

外光を考慮した照明の選好色温度実験を行う．その結果から，外光によって色温度の選好に変化があ

るのかについて検討し，どのような特徴があるのかを見出す．

2 外光を考慮した照明の選好色温度実験

2.1 実験の概要

著者らが構築した任意の照度および色温度を提供する照明システム(5)を用いて，外光を考慮した選

好色温度実験を行う．まず，被験者（10名）は外光がない状態で執務に最適であると感じる色温度を

選択する．その後，被験者（14名）に対して外光がある状態で，執務に最適であると感じる色温度を

選択してもらう．外光はブラインドを調整し，直射日光が入らない状態にする．また，色温度の選択

範囲は300～7500Kまでを500K刻みに選択可能とする．被験者は一人一日とし，11時，14時および17時

（冬季は16時半）にそれぞれ一回ずつの計6回行う．なお，照度は基準照度である750 lxを保つ．

2.2 実験の結果

外光がない状態で選好色温度実験を行った結果をFig. 1に示す．14時に選好した値が最も高くなった

人をタイプＡとし，14時に選好した値が最も低くなった人をタイプＢ，11時から17時まで徐々に選好

色温度の値が高くなった人をＣ，反対に徐々に選好した値が低くなった人をＤとし，選好の推移した

タイプ別に示す．なお，被験者10名をA～Jと表す．

11時 14時 17時 11時 14時 17時

(a) タイプA, Bの結果 (b) タイプC, Dの結果

Fig. 1 外光がない状態での選好色温度実験の実験結果

Fig. 1より，人によって選好色温度が異なる．タイプＣのように，11時から17時まで徐々に選好色温

度の値が高くなる被験者が5名と最も多いことが分かった．また，被験者のうち11時，14時および17時

（冬季は16時半）のすべての時間において，同じ色温度を選択する人はいなかった．そのため，選好色

温度は時間によって異なることが確認できた．
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次に，外光がある状態で選好色温度実験を行った結果をFig. 2 (a)～(d)に示す．なお，結果はFig. 1と

同様に選好の推移したタイプ別に示し，被験者14名をA～Nと表す．

11時 14時 17時

(a) タイプAの結果

11時 14時 17時

(c) タイプCの結果

11時 14時 17時

(b) タイプBの結果

11時 14時 17時

(d) タイプDの結果

Fig. 2 外光がある状態での選好色温度実験の実験結果

Fig. 2より，タイプAのように，選好色温度の値が14時で最も高くなる被験者が8名と最も多いこと

が分かる．選好色温度は時間ごとに変化し，多くの被験者が外光がない状態よりも外光がある状態の

方が選好色温度の値が高くなることが確認できた．外光色温度と外光がない状態での選好色温度の値

を比較した場合，外光色温度の方が高いため外光がある状態での選好色温度が高くなったと考えられ

る．また，外光の有無による選好の推移したタイプの変化は，変化しなかった被験者が4名，変化した

被験者が6名とほぼ同数であることから，必ずしも外光の影響によって選好の推移したタイプが変化す

ることはないと考えられる．しかしながら，外光が時間によって推移する選好色温度のタイプにどの

ように影響を及ぼしているのかについて更なる検討が必要である．外光を考慮した照明の選好色温度

実験を行い，外光がない状態と外光がある状態の照明の選好色温度を比較することで，外光を考慮し

た際の選好色温度の傾向が明らかとなった．そのため，オフィスワーカに対して外光を考慮した色温

度を提供することで，今後のオフィスにおける知的生産性および快適性の向上を考える際に参考にな

ると考えられる．
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